
 

  

 

署名にご協力ください 
 

●学校給食を無料にし、 

教育環境の充実を求める請願署名 

●高齢者福祉タクシー券の 

利用先制限をなくす請願署名 

【いのちを守る】 
 

◇コロナ感染拡大に備えた対策をすすめます 

◇市民の命を守る防災対策をすすめます 

・防災ラジオ・避難所や高台の整備・狭い道路の拡幅 

震災時の危険を防ぐ 
 災害時に安全に避難できるよう倒壊の危険

があるブロック塀や住宅（耐震改修目的も）

の撤去に補助を提案し、実現しました。 

・発達支援センター設置  

・期日前投票所（佐織地区）の復活 

・高齢者福祉タクシー券の全ての 80歳

以上を対象に 

・防犯灯の LED化で地元負担の軽減に 

・立田八開の学校統廃合見なおし 

特定健康診査の無料化実現 
 

 費用を気にせず自分の健康状態を知るこ

とができるようになりました。 

市民の願い実現 実績バツグン 日本共産党市議団 

これからも市民の願い実現へがんばります 

【子育て教育を充実】 
 

◇小中学校統廃合はやめ、教育環境の充実をすすめます 

 ・老朽校舎の改修  ・学校給食を無料に 

 ・トイレの洋式化  ・特別教室と体育館にエアコン設置 

◇高校生・大学生を対象に市独自の奨学金を作ります 

◇市立保育園の民営化はやめ、公的保育を守ります 

小中学校の普通教室にエアコン設置、トイレ改修 
 

 児童生徒や保護者の声を市に提案し、全ての普通教室にエアコン設置が実現し

ました。また、全ての学校に洋式トイレの設置を求め、改修が進みました。 

巡回バスを津島市民病院まで延長 
 

 「海南病院、津島市民病院まで巡回バスで行きたい」という市民の声を聞き、

市に提案。２０１６年に海南病院直通バス、２０２１年に佐織ルートで津島市民

病院に繋がりました。さらに佐織庁舎―津島市民病院―愛西市役所 

―海南病院へのルート実現を目指します。 

子ども医療費 4月から 18歳まで完全無料に 

医療費無料化拡大を市民とともにリード 
 

 日本共産党市議団は、市民とともに１７０００筆を超える署名を集め、市長と

議会へ提案。18 歳までの拡大では、これまで反対してきた議員も市へ要請する

までに。市民の要望を率先して取り上げ実現してきました。 

【くらし・地域経済を豊かに】 
 

◇高齢者福祉タクシーの利用制限をなくす 

◇巡回バスをもっと便利に 

◇国保税、介護保険料の値下げを 

◇事業支援や地産地消で地域産業を守る 

 

 

市長は、「サービスは高く負担は少なく」という合併の合意をほご

にし、サービスを削り住民負担を求めています。 

かとう敏彦は、市民の命と暮らしを守る政治を粘り強くすすめま

す。貯め込んだ１６９億円を使い、削ったサービスを復活させます。 

「非核平和都市宣言」を生かし、核兵器禁止条約の批准と平和憲

法を守る運動をすすめます。 
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